
君
靜 

 
【
読
み
】
ク
ン
セ
イ 

【
意
味
】
明
、
方
大
鎭
(5‐

13620

・
・579

)
の
字
。 

 方
大
鎭 

 

【
読
み
】
ハ
ウ
ダ
イ
チ
ン 

【
意
味
】
明
、
桐
城
の
人
。
字
は
君
靜
。
號
は
野
同
翁
。
萬
暦
の
進
士
。
官
は
大
理
寺
少
卿
。

著
に
荷
薪
義
・
田
居
乙
記
が
あ
る
。 

〔
萬
斯
同
明
史
、
三
百
六
十
一
〕・〔
蘭
臺
法
鑒
録
、
二
十
〕・〔
明
人
小
傳
、
三
〕・〔
明
詩
綜
・

五
十
五
〕・〔
四
庫
提
要
、
九
十
六
・
一
百
三
十
二
〕。 

 

【
参
照
辞
書
辞
典
】『
大
漢
和
辞
典
』 

大
修
館
書
店 

註
⽇(n-nnnnn

)
は
同
辞
典
の
巻-

検
字
番
号
を
示
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
「
方
大
鎭
(5‐

13620

)」
と
あ
れ
ば
、
第5

巻
の13620

番
目
の
項
目
に
「
方
大
鎭
」
の
詳
細
が
載
ỵ
て
い

る
と
い
う
意
味
で
す
。 


